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●●●CSV（共通価値の創造）●●●
CSRのその先へ

■ハルナグループの企業行動指針の基本的使命である「三方よし」の精神を目指して

・CS （顧客の喜びや感動）買い手よし

・ES （社員のやり甲斐）  売り手よし

・CSR（社会からの支持）  世間よし

　ハルナグループは、顧客や社員のロイヤルティ（信頼性・誠実性）を高め、企業の持続的発
展の基盤となる CSR（企業の社会的責任）に加えて、ステークホルダー全体とともに社会的課
題の解決や経済的価値の創出を目指していくこと即ち、「共益の創造」がこれからの時代ます
ます重要と考えています。

　事業を通じて経済的な成果と社会的イノベーションを長期的に結びつけ、企業責任となる持
続可能性と同時に共通価値の創造に取り組み、グループの企業価値の向上に邁進します。

Chief…Executive…Offi……cer
青木…麻生

　志の原点に立ち戻り、課題に対し具体的かつ定量的な指標 KPI を設定し、行動目標に落とし込む

とともに、社員一人ひとりに自覚を持たせ行動させていくことが重要であると考えています。そこ

から生まれるイノベーションで社会的価値と経済的価値を結びつけ、「社徳」ある企業へ挑戦し続け

ていきます。

Chief…Financial…Offi……cer
栗原…健一

　ハルナグループは顧客の喜びを通して学び成長することを目的としています。仕事環境を通して、

成長していくためには、各担当、各社の間で常に協力と連携をとり、ステークホルダーの皆様の幸

せとビジョン達成に向けた具体的な活動であることが大切です。そして、社員全員の努力と成果は、

社会に必要とされる企業としての使命であると感じています。業務執行を通し、挑戦し続ける集団

へ！　常にイノベーションと企業価値向上、そして【知行合一】学び行動する企業を目指し、努力

精進してまいります。

Chief…Operating…Offi……cer
中澤…幹彦
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ハルナグループ
コーポレート・ガバナンスに関する基本方針

■コーポレート・ガバナンスの基本的な考え方
　ハルナグループは、「創業の精神」「企業理念」「ハルナグループ企業行動指針」に基づき、
持続的な成長と企業価値の向上を図るとともに、公正かつ透明な企業活動を行うために、権限
と責任を明確にした意思決定とこれを監視、評価する体制を整備し、より良いコーポレート・
ガバナンスを追求し、その充実に継続的に取り組むこととする。

①ハルナグループは、株主およびお客様、社員、取引先、地域社会等のステークホルダーの
皆様との間において、良好な関係を維持するとともに企業としての社会的責任を果たすた
めコーポレート・ガバナンスの充実に努める。

②ハルナグループは、財務情報等の会社情報の適切な開示を通じて、企業経営の透明性確保
に努めるとともに、コーポレート・ガバナンスを創造的に進化させ、企業価値の向上に努
める。

■経営理念・ビジョン
　ハルナグループの役員・社員は、下記の経営理念およびビジョンを共有し、実現に向けて継
続的に取り組むこととする。

　●経営理念
　　顧客志向を経営の核として
　　顧客評価に値する品質とは何かを問い
　　顧客思考を超える製造とは何かを考え
　　顧客歓喜の果実を己の収穫とする

　●ハルナグループの目指す姿
・独創性ある飲料プロデューサーとして、ステークホルダーの皆様から大いなる期待と満

足を得られる企業へ
・顧客満足度最高レベルに向けて・ステークホルダー皆様の幸せに向けて
・利益を伴う持続的成長に向けて

　ハルナグループはビジョンに掲げた理念の実践のため、ハルナグループ企業行動指針に基づ
き法令遵守、社会倫理の遵守を全ての役員・社員の行動規範とする。

●●●コーポレート・ガバナンス●●●
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中長期的視点でのコーポレートガバナンス
　コーポレートガバナンスにとって重要なことは、如何に一つひとつ
の小さな信頼を積み重ねていくことができるか、を考えていくことだ
と思います。従業員、顧客、取引先、金融機関、株主、そして地域社
会など多くのステークホルダーの方と協働するなかで、どのようにし
て信頼される行動を積み重ねられるか、それを組織として継続的に追
求していくことがコーポレートガバナンスとしての要点であるべきで
しょう。
　上場会社にはコーポレートガバナンスコードの適用、もしくは説明
責任が求められるようになっていますが、そこにおいても多様なス
テークホルダーとの協働関係と中長期的な企業価値の創出が明記され
ています。ハルナグループでは創業当初から、そこを念頭に置いた活
動をしてきていると思いますので、今後もその理念を承継し発展して
いくガバナンスが求められていると思います。

～非常勤取締役からの御意見～

コーポレート・ガバナンス体制

小出…信介…様
ハルナビバレッジ（株）元代表取締役社長
小出公認会計士・税理士事務所代表
明光監査法人代表社員

経営政策機関

経営政策委員会

未来構想委員会

人事政策委員会 投資政策委員会

承認・議決機関

HB 株主総会
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
承
認

重
要
事
項
の
討
議
・
報
告

HB 監査役
監査役

選任 企業会計・企業税務の監査

執行機関 権限委譲・監督指示報告

グループ経営執行会議

HB 
代表取締役社長CEO 

社長室長
CFO

ウエルネスサイ
エンス研究所 

執行役員

HP
代表取締役社長
常務取締役兼
専務執行役員
執行役員

HA
代表取締役社長
取締役兼
執行役員

HV
代表取締役
兼社長執行役員
執行役員

HJ
代表取締役
兼社長執行役員
取締役兼
常務執行役員
執行役員

ハルナ
プロデュース
（HP）

HARUNA
（HA）

HARUNA WEST
HARUNA Asia

ハルナ
バリュー
ネットワーク
（HV）

ハルナ
ジョイパック
（HJ）

ハルナビジネススクール ウェルネスサイエンス研究所

研究・教育機関

HB 取締役会

COO
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～社外取締役からの御意見～

SRR に寄せて
　あの苦闘中の大手 T 電機は、2005 年から
CSR を発行していたが、何かが欠け残念なが
ら絵に描いた餅になってしまっている。
　そして最近、 “リスクゼロ”の考えが注目
されているものの、HACCP の思想で建設さ
れている豊洲市場が危険であるとの説もある
が、海外の見学者を直接せりの場に入れてい
る様子や一説によると鳩等の鳥やネズミが巣
食っている築地市場では、どちらが良いのか
瞭然としていると思いますが？　我々の思考
を原点に立ち戻って考える場を与えている。
　社会的責任を履行する ISO26000 が 2010 年
に発行され、2012 年に JIS 化された。また、
わが国では、2015 年にコーポレートガバナン
ス・コードが法制化された。主要な内容は、
① 株主の権利・平等性の確保
② 株主以外のステークホルダーとの適切な

協働
③ 適切な情報開示と透明性の確保
④ 取締役会等の責務
⑤ 株主の対話に関する指針
が示されている。当社は、それ以前の 2008
年から先進的にSRRを発行している。例えば、
四半期毎にステークホルダーの皆様に報告会
を実施し、情報開示をしている。上記のコー
ドの５項目を丁寧に励行していることは評価
できる。
　今後とも、立案した方針、目標を愚直に、
かつ丁寧に完遂していくことだと思っている。

これからのコーポレントガバナンス
　企業が不祥事を起こす度に耳にするのが、
コーポレートガバナンスです。この言葉にこ
れと言った定義がある訳ではなく、いろいろ
解釈されがちです。一言でいえば「健全でよ
り良い企業経営を行うための仕組み」と言っ
ていいのかもしれません。
　これまでのコーポレートガバナンスは、「適
法な経営を行うための仕組みづくり」と捉え
る傾向がありましたが、適法といった法的責
任だけで果たして市場から良い会社と評価さ
れるのでしょうか？　社会にとって真に必要
な会社、なくてはならない会社、ないと困る
会社を目指してもらいたいものです。
　法令順守。社会的責任の最低次元として法
的責任があります。ハルナグループは有益な
商品、サービスの提供を通し人々の生活に潤
いと豊かさに貢献し、その結果、企業パフォー
マンスと企業価値向上に資する。適正利益を
あげ社会、株主、社員に還元する等、経済的
責任を果たすことが大切となります。これら
法的、経済的責任を果たして初めて、あらゆ
るステークホルダーからの信頼される誠実
な会社、倫理的責任も果たせることになるで
しょう。
　さらには、環境対応はもとより公益的活動
等の社会貢献活動に一層注力しなければなり
ません。これらを実現するための仕組みづく
りはもとより、経営幹部をはじめ社員一人一
人の仕事に対する熱い想い、高い志が何より
も大切かもしれません。

須齋…嵩…様
国立大学法人宇都宮大学客員教授
国立大学法人群馬大学元教授

岡…俊明…様
サッポロビール飲料（株）元代表取締役社長
大妻学院理事
日本オリーブ協会理事
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●●●ステークホルダーからのご意見●●●

群馬テレビ株式会社
代表取締役社長
武井…和夫…様

事業の三要素　「ヒト、モノ、カネ」の重要性

　事業の三要素は、「ヒト（人）、モノ（物）、カネ（金）」と言われてきました。会社にとってヒトは、

社員（人材）のことです。モノとは商品、製品を生み出す材料、原料のことです。カネは、ヒトを雇

用するにしてもモノを買うにしても資金となる資本のことです。どれが一つ欠けても事業の成功は危

ぶまれます。

　ハルナビバレッジ株式会社を例にとれば、ヒト（社員）については、企業内にビジネススクールを

開校し、社員の人材教育に大きな力を注いでおり、優秀な人材を育てています。モノ（物）、製品の原

料の水については、非常に恵まれた環境にあり、最高の品質であろうと思います。また、カネ（金）

については、四半期ごとに企業報告会を開催し、経営方針、経営内容を株主、金融機関、従業員、取

引先等利害関係者にディスクローズしています。

　企業は成長していくためには、まず売上を増やさなければなりません。だからと言って、多くの資本

を投下し、量の拡大を求めることは、逆に多くのリスクを伴うことになります。適正な資本で利益を増

やすことが大切です。カネ（資本）の効率的な使い方です。製品の付加価値の向上を図ることによって

収益力を引き上げることが大切です。優秀な社員を育成し、最高の素材を使い、製品を作ることによっ

て無限の付加価値を生み、企業価値を高めることが可能です。

　企業内容をディスクローズすることは、企業としての社会的責任を果たしていくことになり、企業の

成長性、収益性、安全性、健全性を確保することにつながります。ハルナビバレッジ株式会社は、創業者・

青木清志氏の創業の理念が次の時代に向けての後継者、役員、社員に引き継がれており、改めて敬意

を表します。

～ご意見をいただいて～
この度はご寄稿ありがとうございました。武井様は
群馬銀行時代から今日まで、弊社の報告会等に足を
お運びくださり、常日頃よりお心にかけていただき、
大変感謝申し上げます。これから弊社も「ヒト」「モノ」

「カネ」のバランスをしっかり取りながら、皆様に信
頼していただける企業を目指し努力していきたいと
存じますので、これからも末永くよろしくお願い申
し上げます。

ハルナビバレッジ株式会社
常務取締役CFO
栗原…健一
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●●●ステークホルダーからのご意見●●●
未来志向の関係としての「共益」

　ＪＲ東日本グループの飲料会社として発足した弊社は、昨年 10 周年となりました。

　お客さまから選んでいただける存在となることを愚直に突き詰めていくことを追い求めてきたこれ

までの 10 年を未来につないでいくため、弊社では「変わらぬものをもって、変わっていく」ことで、

今日を明日につないでいくこととしました。「変わらぬもの」とは弊社発足時からの理念である「変化

を恐れず変革していく」こと、「変わっていく」とは外部環境の変化に対応していくことです。

　弊社事業は、関係する会社の皆様との協業なくしては成り立ちません。このことは、これからも弊

社が企業として持続し成長していくためには、「共益」の観点が不可欠なものであるということです。「共

益」とは、用語的には「共同（共通）の利益」の意味となりますが、「共に益する」状況を創り出して

いくことこそが「共益」であると思います。

　10 周年を迎えた今、弊社が今日を明日につなげていくため、弊社にとってルーツとも言える「谷川

連峰の天然水」を始めとした商品展開における重要なパートナーとして取引をさせていただいている

ハルナグループ様とは、今後とも「共益」を生み出す関係であり続けたいと考えています。

～ご意見をいただいて～
今回はご寄稿、誠にありがとうございました。御社
との主たる取り組みである「谷川連峰の天然水」事
業においても「変わらぬものをもって変わっていく」
精神を核とし、ブランドの更なる価値向上に向けて、
引き続き様々な取り組みを進めさせていただくこと
で、御社の次の 10 年の更なる発展を通して「共に益
する」関係を深化させていただきたいと思います。
引き続きご高配賜りますよう、何卒宜しくお願い申
し上げます。

ハルナプロデュース株式会社
常務取締役兼専務執行役員CMO
山崎…敦也

株式会社 JR東日本ウォータービジネス
代表取締役社長
鈴木…浩之…様
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■■■…環境経営…■■■

　ハルナグループでは、「環境」を経営上の重要なテーマの一つとして、より効率的なエネルギー
の利用、 産業廃棄物の排出量削減、社会貢献活動を含めた環境経営の活動を積極的に進めてお
ります。 
　現在、地球上では気候変動や公害などの環境問題が大きな問題になっております。ハルナグ
ループでは、地球温暖化にかかわるエネルギー利用の改善を重要な課題と位置づけ、環境への
負荷低減の考えからボイラー燃料を重油から LNG や都市ガスへ燃料転換してきました。 また、
エネルギー使用量の削減にも積極的に取り組み、ボイラーのより効率的な運転への改善、蒸気 
を使用する熱源からの放熱ロス削減対策、生産機器の運転効率の改善による電力使用量の削減、 
高効率な電力機器への更新などを行っております。
　今後も環境に配慮した生産活動の推進に向け、社員一丸となって取り組んでまいります。 

2016 年度に行った主なエネルギー使用改善対策の取り組み

■電力使用量等の削減
■各種タンク用照明の LED化
各種タンク用の照明を LEDに変更することによる電力使用
量の削減を実施。

■水滴除去装置ブロアエアー化　（第2プラント）
第2プラントにおいて、エアーブロワーを導入し水滴除去
装置で使用するエアーをコンプレッサーエアーからブロア
エアーにすることによる電力使用量削減を実施。

■抽出器制御変更による純水・井水の節水化
第３プラントにおいて、抽出冷却工程の制御変更（純水 ・
井水）することによる電気・水使用量削減を実施。

■ボイラー制御変更による効率化
ボイラーにおいて、運転台数を減らすことによる電気使用量
削減及びボイラー効率アップを実施。
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環境会計〈2016 年度の実績〉

■エネルギー原油換算
　電力・LNG・都市ガス・灯油

インプット アウトプット

■二酸化炭素（CO2） ■窒素酸化物（NOx）

■水資源 ■排出物

製　造

■環境保全コスト ■環境保全効果の金額換算
（単位：百万円）

※ハルナプロデュース・ハルナジョイパックのプラントの合計値です。

※その他には、金属、紙類、硬質樹
脂容器、ドラム缶・一斗缶、ペット
ボトル、可燃物・不燃物、フィルム
樹脂・PP バンド、段ボール、汚泥、
珪藻土が含まれます。
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4.2

地球環境保全
122.3
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公害防止
38.2

研究開発
17.7 199.9

（単位：百万円）

廃棄物
処理費用
2.1

調合液廃棄量
-10.5-8.4

10.952
10000

8000

6000

4000

2000

0

■CO2 排出量

■NOx排出量

（単位：千円）
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※上記共に、原単位当たりの使用量か
ら算出しています。



30 Stakeholder…Relation…Report…2017

社
会
貢
献

■■■…2016 年度社会貢献報告…■■■

■献血活動

　2009 年度から群馬県赤十字血液センター様のご協力のもと、献血車による献血活動を開始し、
2016 年度までの累計で 908 人の献血を実施いたしました。今後も定期的に続けていきます（2015
年度からはハルナジョイパックも参加しています）。

■エコキャップ推進活動

　ペットボトルのキャップで、世界の子供たちを病気から守るエコキャップ活動に参加してい
ます。2016 年度までの累計で 574,844 個のキャップを NPO 法人エコキャップ推進協会に寄付
いたしました（キャップ 860 個でポリオワクチン 1 人分）。

献血の功労（回数）に対して、日本赤十字社様より記
念品が渡されます。タニガワ Pで 10 回に到達した方
の記念品。

2009 年から「NPO 法人エコキャップ推進
委員会（ワクチンで支援）を始めて、累計で
574,844 個寄付しました！
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2016 年度　キャップ数

（単位：個数）
今期目標 80,000 個
ポリオワクチン換算 93.02 人分

2016年度年間累計
●81,115 個
●94人分

■献血累計人数　908人

2016年度　2回目　55
2016 年度　1回目　46
2015 年度　2回目　55
2015 年度　1回目　72
2014 年度　2回目　61
2014 年度　1回目　51
2013 年度　2回目　54
2013 年度　1回目　45
2012 年度　2回目　62
2012 年度　1回目　50
2011 年度　2回目　54
2011 年度　1回目　52
2010 年度　2回目　66
2010 年度　1回目　51
2009 年度　2回目　69
2009 年度　1回目　65

単位（人）
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■地域清掃活動

　ハルナグループでは、CSR 活動として地域社会に貢献する取り組みを行っています。地域環
境保護の一環として、河川や用水路の清掃活動もそのひとつです。全社員で工場周辺の川など
のゴミ拾いといった清掃を定期的に行うことで、周辺地域の美化に努めています。

■榛名山ヒルクライム in 高崎に協賛

　ハルナグループの創業の地・榛名地域にて、
毎年春に開催される榛名山ヒルクライム in 高崎
に第 1 回から協賛をしています。群馬県榛名山
の特性を活かした自転車競技を通じ、高崎市を
広く全国にアピールするとともに、地域住民の
ボランティア等への積極的な参加、協力による
地域の一体感の醸成の下、活力あるまちづくり
をめざすことを目的とした競技会で、地域の活
性化を推進しています。

■群馬ダイヤモンドペガサス スポンサー契約

　プロ野球独立リーグ「ベースボール・チャレ
ンジ・リーグ」に所属する群馬県のプロ野球
チーム群馬ダイヤモンドペガサスのスポンサー
契約をしています。加盟された 2008 年からスポ
ンサー契約を続け、チームは 6 期連続半期優勝

（2016 年現在リーグ最長記録）を含む 3 年連続
地区優勝、4 年連続地区チャンピオンシップ出
場を達成したチームとなられました。ハルナグ
ループはプロスポーツ文化を通じて地域の活性
化に貢献し、今後も幅広い領域で協力関係を築
いていきます。


